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戦
国
時
代
、
東
国
に
お
け
る
京
都
な
ど
か
ら
の
文
化
の
移
入
は
、
単
に
「
物
」

自
体
の
移
動
に
よ
る
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
技
能
を
有
す
る
人
々
の
往
来
が

も
た
ら
す
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
中
で
も
公
家
が
関
係
し
た
文
化
の
移
入
に

つ
い
て
は
比
較
的
史
料
が
多
い
こ
と
や
、
公
家
の
地
方
下
向
は
当
時
の
社
会
現

（

１

）

象
化
し
た
た
め
様
々
な
研
究
も
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
に
も
職

人
や
商
人
な
ど
、
史
料
に
登
場
す
る
こ
と
の
少
な
い
人
々
が
果
た
し
た
地
方
へ

の
文
化
の
移
入
の
比
重
に
は
大
き
い
も
の
が
あ
っ
た
。

天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
か
ら
北
条
氏
綱
が
行
っ
た
鶴
岡
八
幡
宮
の
修
営
で

は
、
京
都
・
奈
良
を
は
じ
め
と
し
各
地
か
ら
様
々
な
職
能
人
を
鎌
倉
に
参
集
せ

し
め
、
修
営
を
終
了
さ
せ
た
こ
と
は
、
『
快
元
僧
都
記
」
か
ら
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
る
。
鶴
岡
八
幡
宮
の
修
営
は
い
わ
ば
後
北
条
氏
に
よ
る
「
国
家
的
事
業
」

で
あ
っ
た
た
め
、
職
能
人
の
招
来
に
は
大
規
模
な
も
の
が
あ
り
、
様
々
な
先
進

文
化
を
後
北
条
氏
領
国
内
に
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
修
営
の
終
了
後

（

２

）

も
そ
の
ま
ま
後
北
条
氏
に
仕
え
知
行
を
給
せ
ら
れ
る
者
も
い
た
。

戦
国
期
、
東
国
に
お
け
る
京
仏
師
の
活
動
に
つ
い
て

は
じ
め
に

烏

居

和

郎

仏
教
史
的
に
み
る
な
ら
ば
、
戦
国
時
代
は
多
く
の
宗
派
で
造
寺
の
ピ
ー
ク
を

迎
え
た
時
期
で
あ
る
。
例
え
ば
、
『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』
に
記
載
さ
れ
る

寺
院
の
中
で
、
十
六
世
紀
中
に
創
建
さ
れ
た
寺
院
の
割
合
の
多
い
宗
派
を
あ
げ

て
み
る
と
（
表
参
照
）
、
曹
洞
宗
寺
院
の
四
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
浄
土
宗
で
は
三

二
パ
ー
セ
ン
ト
が
こ
の
時
期
に
建
立
さ
れ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の

他
の
宗
派
で
比
較
的
割
合
の
多
い
宗
派
を
あ
げ
て
み
る
と
、
浄
土
真
宗
の
二
三

パ
ー
セ
ン
ト
、
日
蓮
宗
の
二
○
パ
ー
セ
ン
ト
な
ど
で
あ
り
、
総
体
的
に
寺
院
の

（

４

）

建
立
の
多
い
時
代
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

鶴
岡
八
幡
宮
の
修
営
以
降
も
、
こ
の
よ
う
に
職
能
人
や
商
人
が
東
国
に
下
る

（

３

）

例
は
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
『
多
聞
院
日
記
』
天
正
十
六
年
五
月
十
一
日
条
に
奈

良
の
紙
商
人
が
小
田
原
よ
り
十
二
年
ぶ
り
に
帰
っ
て
き
た
こ
と
を
記
す
が
、
奈

良
の
商
人
が
小
田
原
に
定
住
す
る
よ
う
な
状
況
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ

る
。
ま
た
、
同
年
六
月
十
七
日
条
に
も
十
五
、
六
名
の
商
人
が
小
田
原
へ
下
り
、

十
月
十
一
日
条
に
は
商
い
を
終
え
帰
っ
て
き
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
が
、
多
聞
院

の
周
辺
に
限
っ
て
も
こ
の
よ
う
な
状
況
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
文
化
の
移
入
の
実
態
を
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
言

及
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
戦
国
期
の
東
国
に
お
け
る
京
仏
師
の
活
動
と
い
う
面
か

ら
報
告
を
行
な
う
と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
若
干
の
私
見
を
述
べ
さ
せ
て
頂
く
も

の
で
あ
る
。｜

、
後
北
条
氏
と
鎌
倉
仏
師
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表相模国内寺院の創建年代

一
○
○
○
〃

一
○
五
○
〃

一
一
○
○
〃

一
一
五
○
〃

一
二
○
○
〃

一
二
五
○
〃

一
三
○
○
〃

一
三
五
○
〃

一
四
○
○
〃

一
四
五
○
〃

一
五
○
○
〃

一
五
五
○
〃

一
六
○
○
〃

一
六
五
○
〃

一
七
○
○
〃

一
七
五
○
以
降

九
○
○
以
前

合 年
代
不
明

合

計 計

一
不
一
不
一
不
一
不
一
不
一
不
一
不
一
不
一
不
一
不
、
ノ
ー
不
一
不

真

律

誇

験

験

士

蓮

済

洞

檗

言

台

宗

搾

咋

土

言

率

山

山

浄

浄

時

日

臨

曹

黄

真

天

真

く

本

当

０

０

０

０

０

０

０

Ⅱ

６

０

０

０

０

０

０

０

０

１

２

０

０

０

０

０

１

０

０

３

０

０

０

１

０

０

０

１

０

４

３

０

昭

５

０

０

６

１

０

Ⅱ

０

４

２

４

７

弧

蛇

０

０

８

１

０

０

０

０

０

１

２

０

１

０

０

０

５

０

０

４

０

０

６

１

０

４

３

加

刎

Ⅱ

０

０

８

０

１

０

Ⅱ

１

岨

岬

６

０

５

１

０

１

５

２

皿

妬

蚫

０

ｍ

１

０

６

岨

０

Ⅳ

羽

魂

０

６

１

０

９

伽

０

四

皿

弱

０

蝿

２

０

岨

蛆

１

塑

略

噸

０

胡

４

０

８

副

０

妬

岨

ｍ

２

銘

７

１

Ⅱ

肥

０

９

皿

妬

５

記

８

０

３

４

０

６

５

岨

５

Ⅱ

６

０

拠

如

飢

加

却

知

岨

皿

鳴

６

Ⅳ

釦

ｕ

訂

弱

蛇

ｌ

腿

師

６

91

268

32

205

285

395

13

336

80

12

３

１

０

０

１

０

０

０

０

０

１

０

１

１

３

０

１

０

２

０

０

０

１

１

３

７

２

６

４

３

０

０

２

６

２

６

６

９

８

２

９

岨

５

岨

４

１

こ
の
よ
う
に
、
後
北
条
氏
は
仏
師
が
必
要
に
な
る
と
公
用
の
伝
馬
手
形
を

発
行
し
、
鎌
倉
か
ら
呼
び
寄
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
後
北
条
氏
関
係

者
が
願
主
と
な
り
造
立
し
た
仏
像
は
、
鎌
倉
仏
師
に
よ
り
制
作
が
行
な
わ
れ

（

６

）

て
い
た
こ
と
も
こ
れ
ら
の
事
を
裏
付
け
る
と
い
え
よ
う
。
小
田
原
を
本
拠
と
し

こ
の
時
期
、
北
条
氏
も
早
雲
寺
を
は
じ
め
多
く
の
寺
院
を
建
立
し
た
。
ま
た
、

有
力
家
臣
な
ど
も
小
田
原
や
そ
の
周
辺
に
お
い
て
寺
院
の
建
立
を
お
こ
な
い
、

こ
れ
ら
の
造
寺
活
動
は
仏
像
や
仏
具
の
需
要
を
増
加
さ
せ
た
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
仏
像
の
造
立
銘
、
そ
し
て
、
そ
れ
以
前
に
制
作
さ
れ
た
像
の
場
合
は
修
理
銘

な
ど
か
ら
考
察
す
る
と
、
戦
国
期
の
小
田
原
城
下
及
び
そ
の
周
辺
に
は
仏
師
が

存
在
し
た
様
子
は
な
く
、
仏
像
の
制
作
や
修
理
は
鎌
倉
仏
師
が
お
こ
な
っ
て
い

（

５

）

た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
事
を
裏
付
け
る
史
料
と
し
て
、
次
の
伝
馬
手
形

が
あ
る
。

〈

北

条

氏

伝

馬

手

形

〉

後

藤

俊

太

郎

氏

蔵

伝

馬

壱

疋

可

出

也

、

佛

師

被

召

寄

二

付

而

被

下

、

可
除
一
里
一
銭
者
也
、
佃
如
件
、

安

摩

之

酉

［

哨

凸

埠

聿

昨

馬

朱

印

）
（

迄

力

）

自

鎌

倉

、

小

田

原

□

宿

中

－24－



た
小
田
原
仏
師
の
登
場
は
、
宝
永
年
間
（
一
七
○
四
～
一
七
二
）
頃
ま
で
待

（

７

）

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
石
切
や
鋳
物
師
な
ど
の
職
人
衆
を
城
下
に
住
ま

（

８

）

わ
せ
た
後
北
条
氏
で
あ
っ
た
が
、
寺
院
の
増
加
傾
向
が
あ
っ
た
こ
の
時
期
、
造

仏
や
そ
の
後
の
修
理
の
際
に
不
可
欠
な
仏
師
を
本
城
下
に
移
住
さ
せ
な
か
っ

た
こ
と
は
、
後
北
条
氏
の
職
人
政
策
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

ま
た
、
鎌
倉
仏
師
以
外
の
相
模
国
内
の
仏
師
と
し
て
、
大
山
寺
周
辺
を
本

（

９

）

拠
と
し
た
在
地
の
仏
師
の
存
在
が
知
ら
れ
る
が
、
当
然
、
そ
の
他
の
国
々
に
お

（

ぬ

）

い
て
も
在
地
仏
師
の
活
動
は
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
今
日
ま
で

伝
残
さ
れ
る
中
世
に
制
作
さ
れ
た
仏
像
か
ら
勘
案
す
る
と
、
質
、
量
と
と
も

（

Ⅲ

）

に
東
国
を
代
表
す
る
の
は
鎌
倉
仏
師
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
戦
国
期
の
関
東
周

辺
に
お
け
る
鎌
倉
の
文
化
的
な
水
準
を
仏
像
以
外
に
う
か
が
う
と
す
る
な
ら

ば
、
静
岡
県
下
田
市
落
合
の
高
根
神
社
が
永
正
十
六
年
（
一
五
一
九
）
に
建

立
さ
れ
た
時
、
同
社
を
荘
厳
す
る
金
具
の
人
手
を
鎌
倉
に
頼
っ
て
い
る
こ
と

（

吃

）

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
遠
隔
の
地
か
ら
の
霊
妥
を
受
け
る
な
ど
、

か
っ
て
の
勢
い
を
失
っ
た
と
は
い
え
鎌
倉
は
依
然
と
し
て
東
国
に
お
け
る
仏

教
文
化
の
中
心
地
で
あ
り
、
関
東
近
辺
で
の
優
位
性
は
歴
然
と
し
た
も
の
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
に
な
る
と
、
京
都
の
仏
師
が

（

過

）

造
立
し
た
仏
像
が
関
東
に
出
現
し
た
の
で
あ
っ
た
。

戦
国
時
代
の
関
東
お
け
る
京
仏
師
の
作
例
と
し
て
初
期
に
属
す
る
も
の
は
、

二
、
戦
国
期
の
東
国
に
お
け
る
京
仏
師

群
馬
県
利
根
郡
川
場
村
吉
祥
寺
の
開
山
中
厳
円
月
の
頂
相
が
あ
る
。

吉
祥
寺
は
臨
済
宗
建
長
寺
派
に
属
し
、
暦
応
二
年
（
一
三
四
○
）
に
創
建

さ
れ
た
上
野
国
で
も
有
数
の
禅
刹
で
あ
る
。
中
厳
円
月
は
正
安
二
年
（
一
三

○
○
）
鎌
倉
に
生
ま
れ
、
円
覚
寺
に
て
東
明
慧
日
、
虎
関
師
練
ら
に
学
び
、

の
ち
元
に
渡
り
古
林
清
茂
ら
の
教
え
を
受
け
た
。
帰
朝
後
、
貞
治
元
年
（
一

三
六
二
）
建
仁
↑
乏
同
六
年
に
は
建
長
寺
な
ど
の
住
持
を
歴
任
し
、
応
安
八

年
（
一
三
七
五
）
寂
。
仏
種
慧
済
禅
師
の
禅
師
号
を
諭
ら
れ
た
。

吉
祥
寺
の
中
厳
円
月
像
に
は
次
の
造
立
銘
が
あ
る

〈
木
造
中
厳
円
月
坐
像
像
底
部
墨
書
銘
〉

就

干

止

々

電

炎

上

運
慶
十
三
代
子
孫

刑
部
卿
法
眼
作
焉

天
文
八
年
己
亥

夷
則
上
瀞
如
意

珠
日
書
胴

京
都
七
条
住
侶
自

宗五三
珠代ケ

豐鴬馬
者庵奉
芒主造
同玉立
峰

本
尊
御
影
焼
却

－25－



こ
の
銘
文
に
よ
る
と
、
当
初
制
作
さ
れ
た
開
山
像
が
焼
失
し
た
た
め
、
天

文
八
年
（
一
五
三
九
）
京
都
七
条
仏
所
の
仏
師
に
よ
り
再
興
さ
れ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
七
条
仏
所
と
は
「
大
仏
師
系
図
』
諸
本
に
よ
る
と
運
慶
を
祖
と
し
、

一
門
は
東
寺
大
仏
師
職
を
歴
任
す
る
と
記
さ
れ
る
な
ど
、
中
世
・
近
世
を
通

じ
て
京
都
最
大
の
仏
師
集
団
で
あ
り
、
通
例
室
町
時
代
以
降
は
仏
師
名
に

「
康
」
の
文
字
を
付
け
る
。

中
厳
円
月
像
に
は
「
運
慶
十
三
代
子
孫
刑
部
卿
法
眼
」
と
仏
師
名
が
記
さ

（

卿

）

れ
て
い
る
も
の
の
、
具
体
的
に
人
物
を
確
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
像

の
作
風
や
構
造
か
ら
京
仏
師
の
作
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
制
作
時
期
も

（

喝

）

銘
文
の
時
代
と
合
致
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
像
が
東
国
に
下
っ
た
仏
師
に
よ
り
造
仏
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
か
、
京
都
で
作
ら
れ
た
像
が
運
ば
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
点
に

つ
い
て
は
、
こ
の
銘
文
の
み
で
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
中
厳
円
月
像
の
像
高

が
九
五
セ
ン
チ
と
等
身
大
の
像
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
距
離
的
な
も
の
を
勘

案
す
れ
ば
、
京
都
か
ら
将
来
す
る
よ
り
は
鎌
倉
仏
師
を
初
め
と
し
た
関
東
の

仏
師
に
依
頼
し
た
方
が
合
理
的
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
中
厳
円
月
は
京
都
建

仁
寺
の
住
持
を
つ
と
め
た
こ
と
も
あ
り
、
同
寺
に
も
中
厳
円
月
像
が
伝
来

（
焔
）

す
る
。
し
か
し
、
吉
祥
寺
像
と
比
較
す
る
と
面
相
が
あ
き
ら
か
に
異
な
る
。
仮

に
吉
祥
寺
像
が
京
都
で
作
ら
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
制
作
時
、
建
仁
寺
像
の

存
在
は
当
然
考
慮
に
入
れ
ら
れ
、
こ
の
様
な
差
異
は
発
生
し
に
く
い
も
の
と

思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
事
か
ら
吉
祥
寺
像
は
京
仏
師
が
東
国
に
下
り
制
作
し

た
可
能
性
は
充
分
に
あ
ろ
う
か
。

次
に
、
吉
祥
寺
像
と
同
様
の
天
文
年
間
よ
り
、
下
総
国
・
上
総
国
で
複
数

の
造
仏
活
動
を
行
な
っ
た
仏
師
淨
慶
の
事
績
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
現

在
、
天
文
二
四
年
（
一
五
五
五
）
か
ら
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
ま
で
八

（

Ⅳ

）

例
（
う
ち
現
存
は
五
例
）
の
存
在
が
知
ら
れ
る
。
天
文
二
四
年
二
月
、
下
総
国

通
禅
寺
（
現
成
田
市
大
室
）
で
造
立
し
た
釈
迦
如
来
坐
像
の
胎
内
銘
に
は

「
紀
州
粉
河
寺
住
侶
仏
子
淨
慶
」
と
記
し
て
い
る
が
、
永
禄
十
二
年
に
下
総
国

三
崎
荘
横
根
郷
長
禅
寺
（
現
旭
市
野
中
）
で
造
立
し
た
愛
染
明
王
坐
像
の
胎

内
墨
書
銘
に
は
、
「
京
仏
師
小
河
淨
慶
ト
テ
カ
ク
レ
ナ
キ
名
人
」
と
記
す
こ
と

（

岨

）

か
ら
、
淨
慶
が
京
仏
師
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
淨
慶
は
銘

文
か
ら
東
国
に
お
い
て
少
な
く
と
も
十
四
年
に
及
ぶ
活
動
を
行
な
っ
て
い
た

こ
と
も
わ
か
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
北
関
東
と
房
総
地
方
に
お
け
る
作
例
か
ら
、
天
文
年
間
は
京

仏
師
の
活
動
が
徐
々
に
関
東
に
及
ん
だ
時
期
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
永
禄
年
間
に
は
、
武
蔵
国
小
松
明
神
（
現
羽
生
市
小
松
神
社
）
の

本
地
堂
阿
弥
陀
如
来
坐
像
が
京
都
七
条
仏
所
の
仏
師
に
よ
り
作
ら
れ
た
。
な

お
、
小
松
明
神
に
は
阿
弥
陀
如
来
坐
像
の
他
に
、
十
一
面
観
音
坐
像
も
祀
ら

れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
光
背
に
は
朱
漆
で
両
像
の
造
立
の
由
緒
が
記
さ
れ
て

（
田
）

い
る
○

〈
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
光
背
裏
面
朱
漆
銘
〉

大

願

主

月

窓

正

幸

同

子

息

廣

田

式

部

大

輔

直

繁

小
松
寺
□
□
口
本
持
堂
本
尊
佛
師
京
都
七
条
門
中
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こ
の
よ
う
に
、
十
一
面
観
音
像
光
背
に
は
、
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）

十
二
月
の
年
記
が
記
さ
れ
て
い
る
。
仏
師
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
そ

（

卯

）

の
作
風
よ
り
京
仏
師
の
作
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
阿
弥
陀
如
来
像
は
七
条
仏
所
の

「
左
京
法
眼
康
實
」
が
制
作
し
た
こ
と
が
わ
か
る
も
の
の
、
年
記
の
部
分
は

「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
編
纂
時
に
は
す
で
に
破
損
に
よ
り
判
読
が
不
可
能
に

〈
木
造
十
一
面
観
音
坐
像
光
背
裏
面
朱
漆
銘
〉

奉

再

造

本

持

堂

本

尊

十

一

面

観

音

奉
再
造
本
持
堂
本
尊
十
一
面

権

大

僧

都

丞

局

本
尊
万
人
［
川
Ｕ
意
趣
如
権
證
賢

大

願

主

権

大

僧

都

定

清

日

畔

天
正
十
二
年
甲
申
十
二
月
日
宝
養

鏡

放

像
夫
精
誠
者
天
長
地
久
御

願
円
満
殊
者
内
安
民
豊
楽

為
二
世
成
就
奉
進

夫
口
造
立
者
左
京
法
眼
康
實

以
結
縁

奉

□

□

、

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ｕ

こ
の
像
は
、
銘
文
に
よ
り
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
に
京
都
四
条
東
洞

院
の
仏
師
覚
教
に
よ
り
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
総
高
三
○
・
四
セ
ン

チ
と
い
う
小
ぶ
り
の
像
で
あ
る
た
め
、
こ
の
大
き
さ
か
ら
勘
案
す
る
と
、
京

都
で
作
ら
れ
た
像
が
移
入
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
近
世
に
な
る
と
、
関
東

以
東
に
も
京
都
の
仏
像
が
「
商
品
」
の
ご
と
く
流
通
す
る
こ
と
は
一
般
的
と

な
る
が
、
永
禄
年
間
の
陸
奥
国
石
巻
に
お
い
て
す
で
に
こ
の
状
況
が
存
在
し

て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
ま
た
、
こ
の
像
の
存
在
を
考
え
る
と
、
群
雄

な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
願
主
の
一
人
羽
生
城
主
広
田
直
繁
の

官
途
は
、
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
七
月
に
式
部
大
輔
か
ら
出
雲
守
に
な
る

（
皿
）

た
め
、
制
作
時
期
は
そ
れ
以
前
の
永
禄
年
中
と
思
わ
れ
る
。

（

”

）

羽
生
周
辺
で
は
、
こ
れ
ま
で
鎌
倉
仏
師
の
活
動
圏
で
あ
っ
た
が
、
小
松
神
社

像
の
存
在
に
よ
り
、
永
禄
年
間
に
は
京
仏
師
の
活
動
が
及
ん
だ
こ
と
が
わ
か

る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
頃
、
関
東
よ
り
さ
ら
に
東
の
陸
奥
国
に
も
京
仏
師
の
影
響
が

及
ん
だ
こ
と
を
伝
え
る
資
料
が
存
在
す
る
。
宮
城
県
石
巻
市
の
天
台
宗
長
谷

（

鍋

）

寺
の
木
造
薬
師
如
来
坐
像
は
戦
国
期
に
お
け
る
京
仏
師
の
作
で
あ
る
。

〈
木
造
薬
師
如
来
坐
像
像
底
部
墨
書
銘
〉

四
条
東
洞
院
大
仏
師
法
眼
覚
教
（
花
押
）

大

僧

都

本

口

明

覚

永
禄
十
一
年
辰
口
吉
敬
白
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行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
に
は
、
鉢
形
城
主
北
条
氏
邦
と
家
臣
ら
は
薄
薬

師
堂
に
本
尊
薬
師
如
来
坐
像
、
日
光
・
月
光
菩
薩
、
十
二
神
将
な
ど
の
造
立

を
行
な
い
奉
納
し
た
事
、
ま
た
、
本
尊
の
台
座
に
は
、
「
七
条
大
仏
師
宮
内
卿

法
印
康
清
」
の
銘
文
が
あ
る
事
な
ど
を
記
す
が
、
現
在
、
こ
の
台
座
は
失
わ

れ
銘
文
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
堂
内
に
は
こ
の
時
に
造

立
さ
れ
た
十
二
神
将
像
が
安
置
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
諸
像
の
足
衲
に
も
造
立
に

関
す
る
墨
書
銘
が
あ
り
、
奉
納
日
と
寄
進
者
の
名
前
が
記
さ
れ
る
。
奉
納
日

は
天
正
十
三
年
六
月
七
日
、
八
月
四
日
、
八
月
五
日
、
十
月
二
四
日
、
十
月

日
、
天
正
十
四
年
二
月
な
ど
と
記
さ
れ
、
こ
の
日
づ
け
よ
り
二
カ
年
に
わ
た
る

造
仏
が
続
け
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

北
武
蔵
一
帯
は
こ
れ
ま
で
鎌
倉
仏
師
の
活
動
圏
で
あ
っ
た
事
は
先
に
も
述

べ
た
が
、
京
仏
師
に
よ
る
こ
れ
ら
一
連
の
造
仏
は
、
美
術
史
的
な
見
地
か
ら

（

鯉

）

み
る
と
鎌
今
戸
蜂
帥
の
水
準
を
越
え
る
も
の
で
は
な
ノ
、
技
量
を
重
視
し
て
京
仏

が
割
拠
し
、
海
陸
の
通
行
も
不
自
由
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
の
時
期
、
中

央
の
文
化
の
移
入
に
あ
た
り
、
地
理
的
距
離
の
隔
り
に
よ
る
障
害
は
、
今
日

我
々
が
想
像
す
る
以
上
に
克
服
さ
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

天
正
十
年
代
に
な
る
と
、
先
程
の
小
松
明
神
の
十
一
面
観
音
像
の
例
も
含

め
、
京
仏
師
に
よ
る
造
仏
活
動
が
武
蔵
国
北
部
で
集
中
的
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
小
松
明
神
に
次
い
で
、
秩
父
郡
両
神
村
の
薄
薬
師
堂
で
造
仏
が

三
、
天
正
年
間
に
お
け
る
京
仏
師
の
活
動

師
を
起
用
し
た
も
の
と
は
考
え
に
く
い
。
戦
国
期
後
半
の
寺
院
建
立
の
増
加

と
い
う
社
会
的
背
景
に
よ
り
七
条
仏
所
の
仏
師
が
新
た
な
活
動
の
場
を
求
め

て
関
東
に
下
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
中
央
文
化
に
対
す
る
憧

れ
に
よ
り
鉢
形
城
主
北
条
氏
邦
ら
の
在
地
の
武
将
が
京
都
よ
り
仏
師
を
招
来

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

天
正
十
年
代
の
北
武
蔵
に
お
け
る
人
々
の
京
仏
師
に
対
す
る
関
心
を
示
す

一
例
と
し
て
、
行
田
市
城
西
の
曹
洞
宗
常
慶
院
本
尊
の
木
造
地
蔵
菩
薩
坐
像

が
あ
る
。
こ
の
像
の
像
底
部
に
は
造
立
に
関
す
る
銘
が
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
天
正
十
三
年
閏
八
月
に
吉
野
蔵
人
守
が
旦
那
と
な
り
大
仏

師
七
条
法
眼
某
が
造
立
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
仏
師
名
は
墨
書
が
薄
れ
判
読
で

き
な
い
も
の
の
、
「
大
仏
師
七
条
法
眼
」
と
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
七
条
仏
所

の
仏
師
の
手
に
な
る
像
か
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
像
は
作
風
や
構
造

か
ら
み
る
と
鎌
倉
仏
師
の
流
れ
を
く
む
在
地
の
仏
師
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら

（
妬
）

れ
る
。
常
慶
院
は
、
小
松
明
神
と
は
さ
ほ
ど
の
距
離
で
は
な
く
、
ま
た
、
常
慶

〈
木
造
地
蔵
菩
薩
坐
像
像
底
部
墨
書
銘
〉

天
正
十
三
配
壬
八
月
十
四
日

奉

造

立

本

願

常

慶

院

□

口

代

□
□
口
旦
那
吉
野
蔵
人
守

大

佛

師

七

条

法

眼

□

□
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戦
国
期
の
東
国
に
お
け
る
京
仏
師
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
み
た
。
戦
国
期
の

仏
像
は
、
美
術
的
な
見
地
か
ら
み
る
と
形
式
化
が
進
み
、
彫
刻
史
の
研
究
者

か
ら
は
関
心
を
向
け
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
く
未
調
査
の
像
も
多
い
。
し
か
し
、

像
に
記
さ
れ
た
銘
文
の
内
容
は
興
味
深
く
、
ま
た
、
歴
史
資
料
と
し
て
一
定

の
精
度
を
保
持
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
立
体
手
的
な
造
形
物
で
あ
る

こ
と
は
、
作
風
や
構
造
な
ど
東
国
と
西
国
の
技
術
的
な
比
較
を
行
な
う
事
が

可
能
で
あ
り
、
そ
れ
と
と
も
に
制
作
年
な
ど
銘
文
に
記
さ
れ
た
内
容
の
真
偽

の
判
定
も
下
し
や
す
く
、
文
化
の
移
入
の
状
況
を
知
る
た
め
に
は
格
好
の
対

象
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
現
在
確
認
で
き
る
範
囲
で
関
東
に
お
け
る
京
仏
師
の
活
動
を

ま
と
め
て
み
た
。
現
存
す
る
資
料
で
み
る
か
ぎ
り
、
天
文
年
間
頃
よ
り
登
場

し
た
こ
と
。
ま
た
、
淨
慶
の
長
期
に
わ
た
る
活
動
や
、
小
松
明
神
の
康
実
な

ど
の
作
例
か
ら
、
永
禄
年
間
に
は
各
地
で
造
仏
を
行
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の

状
況
は
天
正
年
間
に
至
っ
て
も
引
き
続
き
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
ほ
ぼ
戦
国
時

代
を
通
し
て
継
続
的
に
京
都
よ
り
仏
師
の
往
来
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

院
像
が
制
作
さ
れ
た
天
正
十
三
年
は
、
薄
薬
師
堂
に
お
い
て
多
く
の
仏
像
が

作
ら
れ
て
い
た
時
期
で
も
あ
る
。
常
慶
院
像
の
制
作
に
あ
た
っ
た
仏
師
は
、

こ
れ
ら
京
仏
師
の
存
在
を
意
識
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
こ
の
地
方
に
お
い
て

「
京
仏
師
」
の
名
前
が
珍
重
さ
れ
て
い
る
状
況
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

む
す
び

付

記

各
地
方
で
の
調
査
の
進
展
に
と
も
な
い
、
今
後
さ
ら
に
、
戦
国
期
の
京
仏

師
の
作
例
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
と
り
あ
え
ず
現
状
で
の
報
告

と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
関
連
す
る
資
料
が
あ
れ
ば
ご
教
示
を
お
願

い
し
た
い
。
ま
た
、
所
蔵
者
の
方
々
に
は
、
快
く
調
査
の
ご
許
可
を
頂
き
心

ま
た
、
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
の
陸
奥
国
石
巻
の
長
谷
寺
像
の
例
や
、

冒
頭
述
べ
た
奈
良
の
紙
商
人
の
例
を
と
っ
て
も
西
国
か
ら
の
「
商
品
」
の
流

通
は
、
す
で
に
十
六
世
紀
中
期
以
降
に
は
頻
繁
に
な
っ
て
き
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
こ
れ
ま
で
「
文
化
の
移
入
」
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
東
国
に
は
存

在
し
な
い
も
の
、
ま
た
、
よ
り
優
れ
た
も
の
を
招
来
す
る
と
い
う
要
素
が
強

か
っ
た
。
し
か
し
、
小
論
で
と
り
あ
げ
た
諸
像
か
ら
そ
れ
ら
は
感
じ
ら
れ
ず
、

中
央
の
経
済
力
の
増
大
に
よ
る
商
圏
の
拡
大
な
ど
、
他
の
要
素
も
勘
案
し
な

（

妬

）

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
戦
国
時
代

に
お
け
る
東
国
の
経
済
や
文
化
は
単
独
に
機
能
し
て
い
た
と
思
わ
れ
が
ち
で

あ
る
が
、
実
際
に
は
す
で
に
近
世
的
な
広
域
に
及
ぶ
大
き
な
動
き
の
中
に
組

み
込
ま
れ
て
い
た
部
分
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
京
仏
師
の
活
動
と
い
う
時
代
の
波
が
東
国
に
打
ち
寄
せ

る
一
方
で
、
後
北
条
氏
の
本
拠
で
あ
り
、
ま
た
、
鎌
倉
仏
師
の
生
活
基
盤
で

あ
る
相
模
国
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
は
京
仏
師
の
活
動
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
後
北
条
氏
は
そ
の
活
動
に
何
ら
か
の
制
限
を
行
な
い
、
鎌
倉
仏
師
に
対

す
る
保
護
を
加
え
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
。

－29－



か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。
小
論
を
な
す
に
あ
た
り
、
彫
刻
史
を
専
門
と
す

る
本
館
薄
井
和
男
に
は
調
査
を
含
め
い
ろ
い
ろ
ご
教
示
を
頂
い
た
。
小
田
原

市
史
編
さ
ん
室
山
口
博
氏
に
も
調
査
で
は
ご
協
力
頂
い
た
。
資
料
の
収
集
に

あ
た
り
、
関
係
各
県
市
町
村
の
文
化
財
の
担
当
の
方
や
博
物
館
の
方
々
に
も

ご
協
力
を
頂
い
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
。

な
お
、
こ
の
調
査
の
費
用
は
文
部
省
科
学
研
究
費
、
基
盤
研
究
Ｃ
、
課
題

番
号
０
７
６
１
０
３
６
１
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

註
（
１
）
伊
東
正
子
氏
「
戦
国
期
に
お
け
る
公
家
の
在
国
」
『
日
本
歴
史
』
第
五
一
七
号
、

一

九

九

一

な

ど

（
２
）
「
所
領
役
帳
」
に
記
載
の
あ
る
奈
良
弥
七
は
、
『
快
元
僧
都
記
』
に
「
小
田
原
二

居
住
久
而
屋
形
預
恩
顧
事
」
と
記
載
の
あ
る
奈
良
塗
師
七
郎
左
衛
門
尉
の
一
族
と

思

わ

れ

る

。

（
３
）
後
北
条
氏
の
も
と
に
は
京
都
か
ら
医
師
が
継
続
的
に
下
っ
て
い
た
。
ま
た
、
こ

の
医
師
の
派
遣
に
は
近
衛
家
が
関
わ
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
（
拙
稿
、
「
後
北
条

氏
に
よ
る
医
師
の
招
来
と
近
衛
家
に
つ
い
て
」
『
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告
』

（
人
文
科
学
）
第
二
二
号
、
一
九
九
六
年
）
。

（
４
）
拙
稿
「
相
模
国
に
お
け
る
真
宗
教
団
の
展
開
」
ｌ
寺
院
の
造
立
を
視
点
と
し

て
Ｉ
『
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告
』
（
人
文
科
学
）
第
十
二
号
、
一
九
八
五

（
５
）
小
田
原
市
内
の
仏
像
を
悉
皆
調
査
し
銘
文
の
集
成
を
行
っ
た
小
田
原
市
史
編
さ

ん
室
発
行
の
『
小
田
原
市
仏
像
造
立
銘
文
集
』
に
よ
る
と
、
小
田
原
周
辺
で
は
元

禄
期
ま
で
は
鎌
倉
仏
師
が
造
立
や
修
理
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
６
）
『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』
足
柄
下
郡
早
川
圧
小
田
原
宿
誓
願
寺
に
つ
い
て
の
記

述
に
は
、
永
禄
六
年
四
月
上
旬
、
北
条
氏
康
夫
人
が
鎌
倉
仏
師
長
勤
法
眼
宗
珠
に

阿
弥
陀
仏
を
造
立
さ
せ
た
と
あ
る
。

（
７
）
註
（
５
）
と
同
じ

（
８
）
小
田
原
新
宿
鋳
物
師
山
田
、
小
田
原
石
切
青
木
、
小
田
原
紺
屋
津
田
、
山
角
畳

指
仁
左
衛
門
な
ど
が
知
ら
れ
る
。

（
９
）
『
厚
木
市
史
』
中
世
資
料
編
、
七
九
二
頁
に
は
大
山
の
近
く
、
飯
山
仏
所
の
仏
師

に
よ
る
天
文
十
七
年
の
作
例
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
蛆
）
十
三
、
四
世
紀
の
中
央
仏
師
が
地
方
に
進
出
し
た
お
り
、
寄
木
造
の
発
達
と
と

も
に
部
材
を
寸
法
に
従
い
製
材
、
木
組
み
す
る
必
要
が
う
ま
れ
、
そ
れ
を
お
こ
な

う
も
の
を
番
匠
と
よ
ん
だ
。
そ
れ
ら
の
中
で
、
や
が
て
仏
像
を
制
作
す
る
も
の
も

登
場
し
た
と
さ
れ
る
。
斎
藤
孝
氏
「
十
三
・
十
四
世
紀
の
地
方
に
お
け
る
仏
師
の

動
向
に
つ
い
て
（
下
）
ｌ
造
像
銘
か
ら
観
た
概
括
ｌ
」
『
仏
教
藝
術
』
一
八
○

号

、

一

九

八

八

年

。

（
Ⅱ
）
鎌
倉
周
辺
だ
け
で
は
な
く
、
北
埼
玉
郡
騎
西
町
の
医
王
寺
の
木
造
薬
師
如
来
坐

像
は
「
鎌
倉
仏
所
長
勤
法
眼
」
が
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
五
月
に
修
理
を
加
え

る
が
、
武
蔵
北
部
も
活
動
圏
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
長
勤
は
小
田
原

城
下
や
玉
縄
城
下
に
お
い
て
も
後
北
条
氏
の
命
を
受
け
造
仏
を
行
っ
て
い
る
。

（
岨
）
『
下
田
市
社
寺
棟
札
調
査
報
告
書
１
』
下
田
市
教
育
委
員
会
、
昭
和
六
十
一
年

（
岨
）
関
東
に
お
け
る
奈
良
、
京
都
の
仏
師
の
活
躍
は
、
す
で
に
鎌
倉
時
代
、
運
慶
な

ど
中
央
の
仏
師
の
起
用
が
行
わ
れ
、
当
初
は
中
央
の
仏
師
の
影
響
下
に
あ
っ
た
と

い
え
る
。
し
か
し
、
鎌
倉
仏
所
の
確
立
に
よ
り
一
旦
、
中
央
か
ら
の
影
響
か
ら
離
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（
別
）
羽
生
市
教
育
委
員
会
編
『
羽
生
市
の
文
化
財
』
十
・
十
一
頁

（
皿
）
埼
玉
県
立
文
書
館
編
、
『
北
武
蔵
の
戦
国
武
将
文
書
展
図
録
』
三
四
頁
、
平
成
元

（
蛆
）
こ
れ
ら
の
像
と
そ
の
光
背
は
、
『
新
編
武
蔵
風
土
稿
』
に
挿
絵
と
と
も
に
記
載
さ

れ
て
い
る
。
銘
文
や
法
量
な
ど
は
埼
玉
県
立
博
物
館
の
資
料
を
参
考
に
さ
せ
て
頂

い
た
。
ま
た
、
両
像
の
像
高
は
阿
弥
陀
如
来
像
六
七
・
二
セ
ン
チ
、
十
一
面
観
音

れ
た
と
い
え
る
の
で
、
そ
れ
以
降
再
び
と
い
う
意
味
に
お
い
て
。

（
Ｍ
）
「
本
朝
大
仏
師
正
統
系
図
」
に
よ
る
と
、
十
三
代
は
康
俊
と
す
る
。
し
か
し
、
康

俊
の
弟
（
弟
子
力
）
に
康
祐
が
お
り
、
「
法
眼
七
条
東
仏
所
ト
云
一
流
初
」
と
注
記

が
あ
る
の
で
こ
の
系
統
の
仏
師
と
い
う
意
味
で
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か

し
、
こ
の
系
図
に
よ
る
と
康
祐
は
応
永
か
ら
文
安
頃
の
人
物
で
あ
る
た
め
、
康
祐

自
身
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
過
）
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
薄
井
和
男
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
略
）
『
建
仁
寺
』
（
古
寺
巡
礼
京
都
６
）
淡
交
社
刊
、
一
三
二
頁
、
図
版
の
解
説
に

よ
る
と
南
北
朝
時
代
の
作
で
寿
像
、
又
は
寂
後
間
も
な
い
頃
の
作
と
推
定
さ
れ
る
。

（
Ⅳ
）
木
村
修
氏
「
中
世
末
期
の
造
仏
と
そ
の
背
景
」
ｌ
上
総
国
武
射
郡
を
例
と
し

て
ｌ
『
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
研
究
報
告
』
人
文
科
学
、
第
２
巻
第
２
号
所
収

（
肥
）
註
（
Ⅳ
）
と
同
じ
、
こ
れ
ら
の
銘
文
か
ら
、
淨
慶
は
京
都
で
修
行
を
行
い
、
紀

州
粉
河
寺
に
住
し
た
仏
師
と
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
「
カ
ク
レ
ナ
キ
名
人
」
と
記

す
自
意
識
の
高
さ
に
は
や
や
滑
稽
な
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
当
時
の
上
総
・
下
総
の

在
地
仏
師
と
比
較
す
る
と
技
量
的
に
は
歴
然
と
し
た
格
差
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る

年 菩
薩
像
七
六
・
二
セ
ン
チ
。

や
つ
，
か

（
蛇
）
註
（
ｕ
）
と
同
じ

（
躯
）
も
と
も
と
長
谷
寺
に
伝
来
し
た
像
で
は
な
い
。
近
隣
の
薬
師
堂
に
安
置
さ
れ
て

い
た
も
の
が
客
仏
と
な
っ
た
と
の
こ
と
（
石
巻
市
教
育
委
員
会
岡
道
夫
氏
の
ご
教

示
に
よ
る
）
。
現
在
は
石
巻
市
指
定
文
化
財
。

（
型
）
註
（
鴫
）
と
同
じ

（
妬
）
註
（
蛆
）
と
同
じ

（
肥
）
七
条
仏
所
の
仏
師
な
ど
京
仏
師
も
そ
の
活
動
圏
の
拡
大
を
求
め
て
東
国
に
下
向

し
た
要
素
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
小
松
明
神
像
は
広
田
氏
、
薄
薬
師
堂
像
は
北
条
氏

邦
と
そ
の
家
臣
達
、
下
総
・
上
総
両
国
で
活
動
し
た
淨
慶
は
上
総
国
武
射
郡
山
室

を
本
貫
と
す
る
山
室
氏
な
ど
が
旦
那
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
京
仏
師

達
を
受
け
入
れ
た
の
は
こ
れ
ら
の
地
方
の
武
将
で
あ
ろ
う
か
。

［
キ
ー
ワ
ー
ド
卵
戦
国
時
代
、
地
方
文
化
、
京
仏
師
、
鎌
倉
仏
師
、

後

北

条

氏

、

文

化

移

入

］
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